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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

平
成
23
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語

﹁
消
し
た
は
ず

     

決
め
つ
け
な
い
で  

も
う
一
度
﹂

　

11
月
９
日（
水
）か
ら
15
日（
火
）ま

で
の
７
日
間
、
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気

象
条
件
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
時
季
を
前
に
、
火
災
予
防
へ
の

関
心
を
高
め
、
火
災
の
発
生
を
防
止

す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
死
者
の
数
を
減
ら
し
、
ま
た
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

暖
房
器
具
等
の
火
気
を
使
う
機
会

も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
家
族

一
人
ひ
と
り
の
「
慣
れ
」
や
「
油
断
」

か
ら
火
災
を
お
こ
さ
ぬ
よ
う
防
火
の

重
要
性
を
十
分
に
自
覚
し
、次
の
「
い

の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

参
考
に
普
段
の
生
活
の
中
で
火
災
予

防
を
実
践
し
て
行
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

警
備
員
が
町
内
巡
回
、
消
火
栓
点

検
及
び
街
頭
消
火
器
点
検
等
を
実
施

し
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き

11
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
２
月
中

旬
ま
で（
昼
夜
間
）

▼
内
容

　

・
町
内
巡
回

　

・
街
頭
消
火
器
の
点
検

　

・
消
火
栓
の
点
検

　

目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
ら
あ
な
た

は
そ
の
人
を
救
え
ま
す
か
？

　

消
防
署
で
は
人
工
呼
吸
、
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
等

の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
く
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

呼
吸
や
脈
拍
が
な
く
な
り
、
生
命

の
危
機
に
瀕
し
た
人
を
救
う
た
め
に

は
、
迅
速
な
１
１
９
番
通
報
と
応
急

手
当
が
必
要
で
す
。
身
近
な
人
の
命

を
救
う
た
め
、
勇
気
を
持
っ
て
応
急

手
当
が
で
き
る
よ
う
救
命
講
習
へ
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

11
月
27
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

▼
内
容　

応
急
手
当（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
）

▼
対
象
者　

町
内
在
住
・
在
勤
の
方

　

中
学
生
以
上

▼
定
員　

10
名
程
度（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
そ
の
他　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方

は
11
月
20
日（
日
）ま
で
に
消
防
署

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

11
月
16
日（
水
）、
大
磯
ロ
ン
グ

ビ
ー
チ
第
三
駐
車
場
に
て
多
数
傷
病

者
対
応
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
に
伴
い
、
左
記
時
間
帯

に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
、
災

害
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

11
月
16
日（
水
）

　

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

※
な
お
、
訓
練
は
見
学
可
能
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

消
防
署

　

☎（
61
）０
９
１
１

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

火
災
予
防
等
巡
回

普
通
救
命
講
習
会

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
扱
い
方
を

学
び
ま
せ
ん
か
？

多
数
傷
病
者

対
応
訓
練
実
施

の
お
知
ら
せ

《
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

　

６
月
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
設
置
義
務
化
に
な
っ
て
い
ま

す
。
設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
は

早
目
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。


